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【つくばエクスプレスの概要】

JR武蔵野線

JR常磐線

関東鉄道常総線

東武野田線

東武伊勢崎線

JR常磐線

JR成田線
（柏北部中央地区）



柏北部東地区

柏北部中央地区

新市街地地区

木地区

西平井・鰭ヶ崎地区

運動公園周辺地区

南流山駅

柏たなか駅

柏の葉キャンパス駅

流山おおたかの森駅

流山セントラルパーク駅

【事業概要】



【事業概要】

約 ９６３ 億円総事業費

４０ %平均減歩率

２４６ 戸移転戸数

平成１２年度～

平成３４年度
施行期間

約 ２７３ ha地 区面積

土地利用計画図



【費用便益比】

対象街路（計画路線）

地区内の都市計画道路（11路線）

柏国道16号線、十余二花野井線、
葉山十余二線、豊四季駅前線、
十余二船戸線、柏北部中央駅東
口駅前線、柏北部中央駅西口駅
前線、柏北部中央駅南連絡線、
高田若柴線、船戸若柴線、柏北
部中央駅北連絡線

競合路線

主要地方道 我孫子関宿線

一般国道16号

３・３・34 江戸川台船戸線

３・４・９ 葉山十余二線（区域外）

主要地方道 守谷流山線



【計画路線・競合路線交通量の推移】

一般国道16号 柏国道16号線

（柏国道16号線） （一般国道16号）

交通量 64,600 交通量 32,800

混雑度 1.41 混雑度 0.71

旅行速度 14.2 旅行速度 47.5

競合路線　一般国道16号

計画がない場合 計画がある場合

平成30年 平成30年

計画路線　柏国道16号線

我孫子関宿線 平成30年 我孫子関宿線 平成30年

交通量 14,800 交通量 7,500

混雑度 0.93 混雑度 0.47

旅行速度 45.2 旅行速度 49.5

競合路線　主要地方道我孫子関宿線

計画がない場合 計画がある場合

江戸川台船戸線 平成30年 江戸川台船戸線 平成30年

交通量 21,300 交通量 10,800

混雑度 0.88 混雑度 0.45

旅行速度 33.2 旅行速度 36.0

計画がない場合 計画がある場合

競合路線　江戸川台船戸線

十余二船戸線 平成30年

交通量 24,400

混雑度 0.85

旅行速度 40.3

計画がある場合

計画路線　十余二船戸線

高田若柴線 平成30年

交通量 16,500

混雑度 0.69

旅行速度 34.6

計画がある場合

計画路線　高田若柴線

船戸若柴線 平成30年

交通量 8,500

混雑度 1.06

旅行速度 29.6

計画がある場合

計画路線　船戸若柴線

豊四季駅前線 平成30年

交通量 8,100

混雑度 1.01

旅行速度 31.1

計画路線　豊四季駅前線

計画がある場合

駅北連絡線 平成30年

交通量 11,400

混雑度 0.48

旅行速度 44.5

計画路線　柏北部中央駅北連絡線

計画がある場合

駅南連絡線 平成30年

交通量 6,300

混雑度 0.26

旅行速度 36.0

計画路線　柏北部中央駅南連絡線

計画がある場合
葉山十余二線 平成30年 葉山十余二線 平成30年

交通量 16,200 交通量 8,200

混雑度 1.50 混雑度 1.02

旅行速度 7.0 旅行速度 37.5

計画路線　葉山十余二線競合路線　葉山十余二線

計画がない場合 計画がある場合

守谷流山線 十余二花野井線

（十余二花野井線） （守谷流山線）

交通量 39,600 交通量 23,400

混雑度 1.38 混雑度 0.81

旅行速度 11.9 旅行速度 40.8

競合路線　主要地方道守谷流山線 計画路線　十余二花野井線

計画がない場合 計画がある場合

平成30年 平成30年



【費用便益分析の結果】

◆算定根拠：街路事業における費用便益分析マニュアル

①便 益

②費 用

③評価指標の算定結果

B / C＝ ５．４４費用便益比（CBR）

基 準 年

３０．４２億円

２．２３億円

交通事故減少便益

１１２．５６億円－４．３１億円１１４．６４億円単年便益（初年便益）

１，５３４．６０億円－５８．７３億円１５６２．９１億円
基準年における

現在価値（B）

供 用 年 次

合 計走行経費減少便益走行時間短縮便益

平成 ２０ 年度

平成 ３０ 年度

３３０．５３億円単 純 合 計

６．９６億円２７５．１３億円
基準年における

現在価値（C）

平成 ２０ 年度基 準 年

合 計事業費

２０．０３億円３１０．５０億円

２８２．１０億円

維持管理費



【事業の進捗状況】
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平成１８年度末現在

●平成17年8月鉄道開業に向けた用地確保、
駅前広場や駅周辺道路等基盤整備

●鉄道開業後は、引き続き
駅周辺街区等の整備



【進捗状況写真】

柏北部中央駅南連絡線（平成２０年９月撮影）

①

②

柏北部中央駅東口駅前線（平成２０年９月撮影）

②
①



大規模小売店舗立地状況
（平成２０年１０月撮影）

【進捗状況写真】 ③

④

③

③

④

柏の葉キャンパス駅前状況

（平成２０年１０月撮影）



【社会経済情勢等】

柏の葉キャンパス駅周辺

流山おおたかの森駅周辺



■現在の取り組み状況と対応

・家屋移転補償交渉を中心とした民間への委託

・駅周辺道路の整備促進

・保留地の計画的・戦略的な整備促進

・事業のスピードアップに向けた段階的整備計画の実施

【現在の取り組み状況】



【今後の対応方針案】

継 続

●千葉県のアクションプランに位置づけられた重点事業

●地元市及び地権者が早期完成を強く要望

●事業のスピードアップを図り早期完了に取り組んでいる



住宅市街地基盤整備事業

住宅及び宅地の供給を特に促進する必要がある都
市部などの地域において、良質で良好な住宅宅地
事業の促進を図るため、これに関連して必要となる
道路、公園、下水道、河川等の公共施設に関する
事業について、通常の公共施設整備事業に加え別
枠で国が補助等を行う制度

・住宅宅地事業と公共施設整備事業を総合的に行

うことにより、より良好な住宅宅地の供給促進を図
る



【事業概要】



【費用便益比】

対象街路（計画路線）

３･２･40 十余二船戸線
（葉山十余二線付近から柏国道
16号線交差部まで）

競合路線

一般国道16号

３･３･44 高田若柴線

３・３・34 江戸川台船戸線

３・４・９ 葉山十余二線



【計画路線・競合路線交通量の推移】

一般国道16号 平成30年 一般国道16号 平成30年

交通量 45,800 交通量 32,800

混雑度 1.00 混雑度 0.71

旅行速度 44.5 旅行速度 47.5

計画がない場合 計画がある場合

競合路線　一般国道16号

高田若柴線 平成30年 高田若柴線 平成30年

交通量 18,200 交通量 13,200

混雑度 0.75 混雑度 0.55

旅行速度 34.5 旅行速度 35.5

計画がない場合 計画がある場合

競合路線　高田若柴線

葉山十余二線 平成30年 葉山十余二線 平成30年

交通量 12,200 交通量 8,200

混雑度 1.50 混雑度 1.02

旅行速度 10.0 旅行速度 44.1

計画がない場合 計画がある場合

競合路線　葉山十余二線

江戸川台船戸線 平成30年 江戸川台船戸線 平成30年

交通量 13,200 交通量 10,800

混雑度 0.55 混雑度 0.45

旅行速度 43.8 旅行速度 44.5

計画がない場合 計画がある場合

競合路線　江戸川台船戸線
十余二船戸線 平成30年

交通量 24,400

混雑度 0.85

旅行速度 46.0

計画がある場合

計画路線　十余二船戸線



【費用便益分析の結果】

◆算定根拠：街路事業における費用便益分析マニュアル

①便 益

②費 用

③評価指標の算定結果

B / C＝ ２．３８費用便益比（CBR）

基 準 年

２．５８億円

０．１９億円

交通事故減少便益

２０．４５億円－０．４８億円２０．７４億円単年便益（初年便益）

２７８．８１億円－６．５６億円２８２．７９億円
基準年における

現在価値（B）

供 用 年 次

合 計走行経費減少便益走行時間短縮便益

平成 ２０ 年度

平成 ３０ 年度

１２７．０８億円単 純 合 計

１．２４億円１１５．７０億円
基準年における

現在価値（C）

平成 ２０ 年度基 準 年

合 計事業費

３．５８億円１２３．５０億円

１１６．９４億円

維持管理費



【進捗状況写真】 十余二船戸線（平成２０年９月撮影）①

十余二船戸線（平成２０年９月撮
影）

②

①

②



【社会経済情勢等】

■社会・経済情勢等

・平成１７年８月 つくばエクスプレスの鉄道開業

・大型商業施設の開店と大型マンションの建設

・３・４・９葉山十余二線～国道16号間の渋滞緩和



【社会経済情勢等】

（主）守谷流山線混雑状況
（平成２０年１０月撮影）

（都）葉山十余二線混雑状況
（平成２０年１０月撮影）

③

④③

④



■現在の取り組み状況と対応

・家屋移転補償交渉を中心とした民間への委託

・主要地方道守谷流山線の立体交差化への早期着手

【現在の取り組み状況】



【今後の対応方針案】

継 続

●地区の骨格となる道路として優先的に整備を進めている
事業

●地元は事業の促進・早期完成を要望

●地区南北間のアクセスの向上や、周辺道路の渋滞緩和
につながる



- End -


